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神代之風

宮司私感　（２面）
修験道の総本山・聖護院拝観（４面）

　

巫
女
神
楽
伝
承
保
存
会
の

舞
人
・
岩
松
香
織
さ
ん
、
肥

田
亜
裕
美
さ
ん
ら
に
よ
り
、

日
本
と
ハ
ワ
イ
の
古
代
巫
女

神
楽
及
び
現
代
巫
女
神
楽
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た（
昨
年
１
２

月
１
９
日
）。

　

昨
今
の
度
重
な
る
地
震
と

天
皇
陛
下
が
生
前
退
位
の
お

気
持
ち
を
表
明
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
今
後
、
こ
の
日
本

の
国
体
が
揺
ら
ぐ
こ
と
が
無

き
よ
う
、
海
を
渡
り
、
時
を

超
え
、
ひ
と
つ
に
繋
が
る
大

地
へ
捧
げ
る
平
和
へ
の
祈

　

皆
様
、良
い
お
年
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

元
日
、新
春
一
番
太
鼓
が
本
殿
前
に
て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。大
晦
日
か
ら
正

月
三
が
日
ま
で
良
い
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
大
晦
日
の
夜
も
澄
ん
だ
夜
空
に
鼓

星
や
柄
杓
星
が
輝
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

百
八
つ
、太
鼓
を
参
拝
者
の
方
々
と
職
員
で
叩
き
終
え
、新
年
の
慶
び
と
と

も
に
幸
福
を
お
祈
り
致
し
ま
し
た
。

　

神
様
の
御
意
志
に
添
え
た
の
な
ら
、
３
千
年
も
前
か
ら
本
殿
の
裏
に
佇
む

神
代
杉
も
願
い
を
聞
き
届
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　　
（
鶴
田
真
弓
）

（１）

初
詣
・
参
拝
者

　
　
　
　

１
万
２
千
人
超

巫
女
舞
奉
納

河出書房新社
（表紙より）
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強く、美しく生きたいと願う
すべての女性たちへ

MIKO KAGURA
り
、
ま
た
、
永
き
に
わ
た
り
受

け
継
が
れ
て
き
た
大
自
然
へ
捧

げ
る
感
謝
の
祈
り
を
込
め
、
出

雲
巫
女
神
楽
、
浦
安
の
舞
、
そ

し
て
ハ
ワ
イ
の
古
代
フ
ラ
と
現

代
フ
ラ
が
順
次
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

曇
り
空
が
続
く
冬
の
日
々
の

中
、
こ
の
日
は
晴
天
と
な
り
、

春
先
の
様
な
陽
気
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
大
地
の
神
様
で
あ
る
国

常
立
尊
様
も
つ
つ
が
な
き
平
和

の
御
代
が
続
く
こ
と
を
お
望
み

の
様
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

日
本
と
ハ
ワ
イ
の

巫
女
神
楽
伝
承
保
存
会

　
　

岩
松
香
織
さ
ん

　
　

肥
田
亜
裕
美
さ
ん

大
地
へ
捧
げ
る

　
　

平
和
へ
の
祈
り

（８）
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　　あなたをいつでも
　　　　お待ちしております

  

大
日
本
武
徳
会
は
、文
武
が
互
い
に
根
と
な
り―

徳

に
帰
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、修
身
、斉
家
そ
の
他―

も
功

を
奏
す
る
も
の
で
は
な
い
。こ
の
趣
旨
に
則
り
、
武
道

関
係
者
の
み
な
ら
ず
各
界
に
も
呼
び
か
け
、
武
術
の

研
磨
、人
格
を
陶
冶
し
、国
の
徳
育
に
貢
献
せ
ん
こ
と

を
念
願
す
る
。

　

昨
年
１
１
月
２
６
日
、
関
係
者
の
渡
邊
祥
正
氏
が

参
拝
さ
れ
た
。

　

奈
良
シ
ニ
ア
大
学
で
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
、

お
世
話
頂
い
た
事
務
局
長
の
矢
澤
実
穂
氏
も
同
行
。

　

硬
軟
の
歓
談
有
益
。知
識
を
授
け
て
い
た
だ
い
た
。

　

さ
て
、こ
れ
を
ど
う
知
恵
に
し
て
い
く
か
な
。

印刷　PR美術印刷株式会社

　

奈
良
市
在
住
の
天
理
大
女
子
学
生
が
、
昨
年
１
１
月

２
１
日
、
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
玉
置
神
社
を
訪
れ
、

神
道
祭
儀
を
勉
強
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
職
が
室
内
に
祭
壇
を
設
け
、
祭
典
の
流
れ
や
祭
式

の
意
味
な
ど
に
説
明
を
加
え
る
と
、
学
生
さ
ん
は
、
う

な
ず
き
つ
つ
細
か
く
メ
モ
を
と
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、東
京
大
学
、大
阪
大
学
、早
稲
田
大
学
等
よ

り
研
究
や
見
学
に
来
社
さ
れ
ま
し
た
が
、
人
里
離
れ
た

山
の
中
の
ま
た
山
の
上
の
神
社
・
・
・
こ
こ
に
何
故

来
ら
れ
た
の
か
？
・
・
・
。

　

参
拝
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、「
何
度
訪
れ
て
も
気
持

ち
が
良
い
」「
一
番
注
目
さ
れ
、
う
ね
る
よ
う
な
大
き
な

力
を
感
じ
ら
れ
る
」「
神
が
棲
ん
で
い
る
と
思
い
た
く

な
る
清
新
な
佇
ま
い
」・
・
・
等
々
の
声
が
聞
こ
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

関
心
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
、
天
空
の
神
域
に
是

非
、
ご
勉
強
等
に
い
ら
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
清
建
）

天
理
大
学
女
子
学
生

　
　
　
神
道
祭
儀
を
ご
勉
強

３月８日  三柱神社初午祭（例祭）　

３月20日 出雲大社玉置教会祖霊祭　 ４月29日  昭 和 祭

大日本武徳会

強く、美しく生きたいと願う　すべての女性たちへT AMAKI

女子Joshi

渡邊祥正さん
矢澤実穂さんらご参拝

歓
談
有
益

神職説明　
卒業論文作成

お役に立ちましたでしょうか

　　あなたをいつでも
　　　　お待ちしております

玉置神社は

　　あなたをいつでも
　　　　お待ちしております
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弓
場
宮
司
が
奈
良
テ
レ
ビ
社
長
の
頃
、
各
界
の
著
名
人

と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ―

番
組
は
、
話
題
を
呼
ん
だ
。
地
方
の

テ
レ
ビ
局
で
は
到
底
登
場
し
て
も
ら
え
な
い
よ
う
な
方
々

が
イ
ン
タ
ビ
ュ―

に
応
じ
た
。

　

そ
の
中
で
、
白
眉
は
、
吉
田
都
（
よ
し
だ
・
み
や
こ
）

さ
ん
だ
。
当
時
英
国
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
団
ゲ
ス
ト
プ
リ

ン
シ
パ
ル
。「
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
の
至
宝
」
と
称
さ
れ
、

世
界
の
頂
点
を
極
め
た
バ
レ
リ―

ナ
。

　

そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ―

録
（
平
成
１
９
年
発
行
）
を
読
ん

で
み
る
と
、
内
容
の
濃
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
弓
場
さ
ん
が

如
何
に
資
料
を
調
べ
た
か
、
頭
が
下
が
る
。「
私
は
臆
病
者

だ
か
ら
ね
」
と
よ
く
言
う
が
、
万
全
の
準
備
を
し
て
、
見

事
に
バ
レ
リ―

ナ
の
「
言
葉
」
と
「
ハ―

ト
」
を
引
き
出

し
て
み
せ
た
。

　

誠
意
あ
る
姿
勢
に
吉
田
さ
ん
も
誠
実
に
応
じ
、
率
直
な

気
持
ち
を
話
し
た
。
そ
れ
が
、
今
回
「
バ
レ
リ―

ナ　

踊

り
続
け
る
理
由
」
の
宮
司
へ
の
贈
呈
と
お
便
り
に
繋
が
っ

た
。

　

玉
置
神
社
が
今
、
大
き
く
う
ね
っ
て
い
る
。
単
に
神
社

ブ―

ム
に
乗
っ
て
い
る
、
で
は
説
明
が
付
か
な
い
。
大
学

の
教
授
、
学
生
さ
ん
た
ち
、
家
族
連
れ
、
若
い
女
性
た
ち
、

外
国
か
ら
の
参
拝
・
・
・
。
多
く
の
取
材
も
。

　

そ
し
て
、
神
社
の
神
職
、
職
員
た
ち
が
「
書
く
こ
と
」

に
挑
戦
を
始
め
た
。
超
多
忙
の
中
で
、
だ
。「
文
化
」
の
こ

れ
は
ひ
と
つ
の
革
命
か
も
知
れ
な
い
。

　

玉
置
神
社
に
「
ヌ―

ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ―

グ
（
新
し
い
波
）」

が
起
き
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
私
は
感
じ
る
・
・
・
。

　
　

          　
　

  （
元
読
売
新
聞
社
会
部
記
者　

水
野
成
之
）

　

「
か
く
し
て
わ
れ
は
、
崩
壊
せ
し
、
世
に
幻
の
人
を
追
い

求
め
し
も
、
そ
の
声
は
一
瞬
風
に
引
き
ち
ぎ
ら
れ
、
行
方
も

知
ら
ず
。
必
死
に
見
定
め
ん
と
す
る
も
、
つ
い
に
か
い
な

し
」
と
か
。
ど
っ
こ
い
「
憂
き
も
ひ
と
と
き
、
う
れ
し
き
も

思
い
醒
ま
せ
ば
夢
そ
う
ろ
う
よ
」
「
と
ん
ぼ
つ
り
、
今
日
は

ど
こ
ま
で
行
っ
た
や
ら
」
。

　

一
生
懸
命
聴
け
ば
異
な
っ
た
音
が
聴
こ
え
て
く
る
。

　

一
生
懸
命
観
れ
ば
違
っ
た
も
の
が
見
え
て
く
る
そ
う
で
す
ね
。
実
感
！

　

こ
の
一
年
も
関
係
者
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
試
み
た
い
こ
と
は
立
ち
止

ま
る
こ
と
な
く
、
試
み
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。
明
日
に
依
存
し
て
今
日
を
失
う

な
。
急
げ
。
一
歩
前
へ
出
れ
ば
何
か
が
動
き
出
す
。

　

繰
り
返
し
念
じ
る
も
ス
ル
リ
、
ス
ル
リ
と
こ
ぼ
れ
て
ゆ
く
も
の
。
チ
ャ
ン
ス
も

多
々
。

　

さ
り
な
が
ら
本
年
度
の
参
拝
者
数
は
す
で
に
１
２
万
人
に
迫
っ
て
い
る
。
こ
の

勢
い
に
は
、
お
そ
れ
と
感
謝
。

　

物
事
を
左
右
す
る
の
は
、
環
境
で
は
な
く
、「
工
夫
」
と
「
願
望
」
か
。

　

さ
て
、
テ
レ
ビ
関
係
に
在
職
中
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
く
ご
縁
を
得

ま
し
た
の
が
、
世
界
の
プ
リ
マ
吉
田
都
さ
ん
。
随
分
気
さ
く
な
方
で
、
「
神
代
之

風
」
２
２
号
に
は
、
吉
田
さ
ん
の
最
近
の
著
作
「
バ
レ
リ
ー
ナ 

踊
り
続
け
る
理

由
」（
河
出
書
房
新
社
）
の
表
紙
部
分
を
、
ご
了

解
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

歴
史
と
品
格
は
、
そ
う
簡
単
に
は
手
に
入
ら

な
い
（
黒
澤
明
）
。

　

日
々
、
小
さ
な
目
標
を
持
ち
、
歩
み
を
と
ど

め
ぬ
よ
う
、
私
が
信
頼
す
る
ス
タ
ッ
フ
一
同
と
本

年
も
精
一
杯
、
ご
奉
仕
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ひ
た
す
ら
に
、
ひ
た
す
ら
に
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

宮 

司 

私 

感

Nouvelle vague
新しい波

Culture
文化

歴史と品格は、そう簡単には手に入らない

吉田都さんにインタビュー
する弓場宮司

独 り言

宮
司
の
交
遊
録

元英国ロイヤル・バレエ団
プリンシパル 吉田都さんの笑顔

（７）
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世
界
遺
産
史
跡
大
峯
奧
駈

道
構
成
資
産
・
玉
置
神
社
境

内
で
、
平
成
２
７
年
４
月
１

６
日
発
生
し
た
石
垣
崩
落
に

伴
う
復
旧
事
業
の
、
施
工
完

了
を
報
告
す
る
石
垣
整
備
検

討
委
員
会
が
、
昨
年
１
１
月

１
７
日
午
後
１
時
よ
り
玉
置

神
社
社
務
所
で
行
わ
れ
た
。

　

出
席
を
依
頼
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
は
、北
垣
聡
一
郎
・

石
川
県
金
沢
城
調
査
研
究
所

名
誉
所
長
、
菅
谷
文
則
・
奈

良
県
橿
原
考
古
学
研
究
所
所

長
は
じ
め
十
津
川
村
教
育
委

員
会
、
事
業
委
託
会
社
の

方
々
。

　

委
員
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。

　

美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
奈
良
県
民

の
会
主
催
の
櫻
井
よ
し
こ
さ
ん
講
演
会
を
拝

聴
い
た
し
ま
し
た（
昨
年
１
２
月
２
２
日
）。

　

テ
ー
マ
は
日
本
国
憲
法
改
正
に
つ
い
て
。櫻

井
さ
ん
が
登
場
、
国
旗
に
一
礼
。力
強
い
お
声

で
話
さ
れ
た
内
容
は
、
産
経
新
聞
同
５
日
付
の

記
事
内
に
詳
細
が
あ
り
ま
す
。以
下
、一
部
分
を

羅
列
い
た
し
ま
す
。

・
日
本
国
憲
法
は
、
約
一
週
間
で
憲
法
の
専
門

で
も
な
い
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
事

・
ア
メ
リ
カ
が
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
に
替
わ
り
、
世
界
情
勢
の
変
容
が
予

想
さ
れ
る
中
、特
に
隣
国
等
の
脅
威
に
対
し
、現
憲
法
で
は
無
防
備
す

ぎ
る
事

・
第
二
十
四
条
、
婚
姻
の
規
定
に
お
い
て
、
婚
姻
は
両
性
の
合
意
の
み
に

基
づ
い
て
成
立
し
、
個
人
の
尊
厳
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
敬
神
崇
祖

の
縦
軸
の
価
値
観
の
希
薄
化
が
広
ま
っ
て
い
る
事

・
憲
法
は
日
本
の
国
体
を
表
す
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
々
、
国
民
の
た
め
に

祈
ら
れ
て
い
る
天
皇
陛
下
や
皇
室
に
関
す
る
記
述
が
乏
し
い
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
等
々
。

　

最
後
に
、
日
本
は
皇
室
を
中
心
と
し
た
神
話
に
繋
が
る
２
千
７
百
年

も
続
く
、利
他
的
で
高
貴
な
国
柄
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
つ
つ
、本
来
の
日

本
の
姿
を
取
り
戻
す
為
に
も
憲
法
改
正
が
必
要
だ
、
と
訴
え
て
お
ら
れ

ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鶴
田
真
弓
）

　

昨
年
１
１
月
２
３
日
。寒
い
日
だ
っ
た
。

  

標
高
１
，
０
０
０
メ―

ト
ル
の
境
内
地
に
は
雪
の
訪
問
も
近
い
だ
ろ

う
。そ
れ
で
も
５
０
人
ば
か
り
の
方
々
が
参
列
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

祭
典
後
は
、毎
回
の
ご
と
く
、宮
司
の
御
礼
の
ス
ピ―

チ
。

　

時
に
は
重
く
、
時
に
は
軽
く
。今
回
は
暖
ま
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
軽

妙
に
。笑
い
が
何
度
も
境
内
を
巡
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

石
垣
災
害
復
旧
事
業
施
工
完
了

櫻井よしこさんの講演会

北垣聡一郎さん
菅谷文則さん　　

ご高説・ご提言
　　　ありがとうございました

玉置神社の文化財としての資産価値
改めて実感

石
垣
整
備
検
討
委
員
会

玉
置
神
社
社
務
所
で

　

そ
ん
な
中
、北
垣
名
誉
所
長

の
専
門
的
な
ご
高
説
に
、皆
さ

ん
、真
剣
な
面
持
ち
で
耳
を
傾

け
て
い
た
。

　

菅
谷
所
長
か
ら
は
、２
千
年

を
超
え
る
玉
置
神
社
境
内
の

礎
で
あ
る
石
垣
管
理
運
用
の

重
要
性
に
つ
い
て
、未
来
へ
と

発
展
す
る
大
変
貴
重
な
ご
提

言
等
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

約
２
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
報
告
書
の
作
成
を
残
す
の

み
。

　

委
員
会
を
通
じ
、当
神
社
の

文
化
財
と
し
て
の
資
産
価
値

を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し

た
。

「美しい日本の憲法をつくる奈良県民の会」主催

― 拝聴して

玉
置
神
社
　
黒
岩
大
朗

新
嘗
祭
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「
年
越
し
の
大
祓
式
」
並
び
に
「
古
神
札
炊
上
祭
」
が
昨
年
１
２
月
３
１
日
午
後
３

時
よ
り
斎
行
さ
れ
た
。

　

神
職
は
白
の
浄
衣
に
整
え
参
列
。
宮
司
が
「
祝
詞
を
よ
く
聞
け
」
と
呼
び
か
け
る
と
、

祭
員
が
「
お―

」
と
。
人
形
代
（
ひ
と
か
た
し
ろ
）
に
身
体
の
調
子
が
悪
い
と
こ
ろ
を

撫
で
て
息
を
吹
き
か
け
、
穢
れ
を
還
し
た
後
、
神
札
と
共
に
炊
上
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
１
年
間
の
神
様
の
恵
み
に
感
謝
を
捧
げ
、
来
る
年
の
安
全
を
祈
る
「
除
夜

祭
」
が
同
５
時
か
ら
執
り
行
わ
れ
た
。

　

深
夜
零
時
、
新
年
の
始
ま
り
と
共
に
「
新
春
一
番
太
鼓
」
が
打
た
れ
た
。
響
き
渡
る

音
に
よ
っ
て
悪
疫
退
散
。
１
人
１
回
順
番
に
１
０
８
回
叩
く
。
参
加
者
に
は
絵
馬
が
贈

ら
れ
る
。
参
加
自
由
な
の
で
、
あ
な
た
も
次
回
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

元
日
朝
７
時
、
宮
中
お
よ
び
全
国
の
神
社
で
行
わ
れ
る
年
頭
の
祭
儀
「
歳
旦
祭
」
が

斎
行
さ
れ
た
。
宮
司
が
新
し
い
年
の
訪
れ
を
寿
ぎ
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
隆
昌
、
世
界
の
平
和
を
、
さ
ら
に
良
い
年

と
な
る
よ
う
深
く
力
強
く
祈
っ
た
。

　

神
楽
殿
に
お
い
て
、
太
古
よ
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
玉
置
神
社
独
自
の
男
神
子
が
優
雅
に
舞
う
「
弓
神
楽
」
が
奉
納

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
社
務
所
付
近
で
名
物
「
ぜ
ん
ざ
い
」
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
昨
年
、
大
鍋
が
払
底
し
た
の
で
、
今
年
は
準
備

万
端
、
し
っ
か
り
整
え
、
大
勢
の
参
拝
者
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

１
０
時
よ
り
毎
月
１
日
に
行
う
「
出
雲
大
社
玉
置
教
会
」
の
「
月
次
祭
」
が
斎
行
さ
れ
た
。
３
日
に
は
、「
元
始
祭
」。

午
前
１
０
時
か
ら
宮
司
以
下
祭
員
に
よ
り
奉
仕
。
皇
位
の
天
地
と
と
も
に
窮
ま
り
な
い
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
た
。

　

昨
年
、
元
日
約
３
千
人
、
三
が
日
で
約
７
千
人
の
参
拝
者
が
お
越
し
頂
い
た
が
、
今
年
は
、
元
日
約
４
千
１
０
０
人
、

三
が
日
で
約
１
万
２
千
１
０
０
人
が
参
拝
に
お
登
り
下
さ
っ
た
。
皆
様
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初詣　参拝者前年比５千人増の約１万２千人

うねる

天
空
の
社
　
厳
粛
の
年
末
年
始
行
事

Swell
うねり

玉
置
神
社
禰
宜
　
鈴
木
清
建

TAMAKI

御
神
徳
を
ど
う
ぞ
お
受
け
く
だ
さ
い
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記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

  

本
願
寺
文
化
財
団
が
主
宰
す
る
親
鸞
賞

は
、
日
本
人
の
精
神
文
化
に
深
く
根
ざ
し

た
作
品
を
対
象
と
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

文
学
賞
で
、
第
９
回
の
受
賞
作
は
、
澤
田

瞳
子
氏
の｢

若
冲｣

で
し
た
。

　

昨
年
１
２
月
６
日
、「
京
都
か
ら
世
界

へ　

日
本
の
こ
こ
ろ
」
と
題
し
て
、
東
山

浄
苑
東
本
願
寺
に
於
い
て
授
賞
式
と
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

財
団
理
事
長
大
谷
暢
順
御
法
主
の
基

調
講
演
の
後
、
澤
田
氏
と
選
考
委
員
の
多

賀
乙
彦
氏
、
中
西
進
氏
、
沼
野
充
義
氏
を

パ
ネ
ラ―

に
招
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
受
賞
作
が
画
家
伊
藤
若
冲
の
制
作

過
程
を
通
じ
て
、
日
本
的
な
心
の
あ
り
方

を
描
い
て
い
る
等
の
受
賞
理
由
か
ら
始

ま
り
、
日
本
文
化
の
独
自
性
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
、
近
年
、
歴
史
小
説
を
手
が
け

る
若
い
作
家
が
増
え
て
い
る
背
景
等
へ

と
話
題
が
広
が
り
、
終
了
時
刻
間
際
ま
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。こ
の
後
、

祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

                   　
　
　
　

 （
西
田
直
久
）

親鸞賞授賞式

東山浄苑東本願寺

澤
田
瞳
子
さ
ん
の｢

若
冲｣

第
９
回
受
賞
作

日
本
的
な
心
の
あ
り
方

高
い
評
価

大谷暢順御法主から
　　　　　　親鸞賞を受ける澤田瞳子さん

「中西進先生　お久しぶりです」

奈良テレビ制作
　「中西進の万葉こゝろ旅」解説・現地ロケ
奈良県立万葉文化館館長時代の中西先生
　「あの節は、大変お世話になりました」

万葉集の歌の魅力と万葉びとの心
現代人が忘れかけている大切なもの

弓場宮司ご挨拶
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国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
玉
置
神
社
の
社
務
所
は
、
聖
護

院
傘
下
の
別
当
寺
、
高
牟
婁
院
と
し
て
１
８
世
紀
中
頃
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。京
都
に
あ
る
修
験
道
の
総
本
山
・
聖
護
院
は
こ
の
よ
う
に
当
社
と
も

縁
の
深
い
お
寺
で
す
。

　

冬
晴
れ
の
日
、
特
別
公
開
さ
れ
て
い
る
聖
護
院
を
拝
観
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

拝
観
の
中
心
と
な
る
宸
殿
は
、１
６
７
６
年
に
建
て
ら
れ
た
建
物
で
、山

伏
の
装
束
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、圧
巻
は
狩
野
永
徳
、益
信
筆
に

よ
る
豪
華
な
障
壁
画
で
す
。

　

当
社
社
務
所
の
襖
絵
は
、
狩
野
派
の
絵
師
に

よ
っ
て
１
７
４
５
年
に
描
か
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す

が
、同
じ
モ
チ―

フ
が
使
わ
れ
て
お
り
、総
本
山
の

絵
を
手
本
に
し
た
の
か
と
想
像
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

宸
殿
の
外
縁
を
回
り
込
む
と
、
御
所
か
ら
移
築

さ
れ
た
と
い
う
書
院
が
美
し
い
庭
園
に
面
し
て
佇

ん
で
い
ま
す
。後
水
尾
天
皇
が
女
院
の
た
め
に
設

（
し
つ
ら
）え
た
と
い
う
建
物
は
、
女
性
的
な
装
飾

が
施
さ
れ
、繊
細
で
優
美
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
伝
統
と
格
式
の
あ
る
聖
護
院
。そ

の
名
を
冠
し
た
京
都
銘
菓
を
思
い
出
さ
れ
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。銘
菓
八
つ
橋
の
老
舗
は
、門
前

の
通
り
に
今
も
店
を
構
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

京
都
東
山
の
霊
山
護
国
神
社
は
、
幕
末
維
新
の
志
士
た

ち
の
墓
地
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
有
名
な
の
は
坂
本
龍
馬
の
墓
で
、
急
な
斜
面
に

整
備
さ
れ
た
階
段
も
龍
馬
と
中
岡
慎
太
郎
が
眠
る
場
所

へ
と
真
っ
直
ぐ
に
導
い
て
く
れ
ま
す
。そ
の
龍
馬
ら
の
隣

に
あ
る
の
が
、十
津
川
郷
士
の
墓
で
す
。

　

幕
末
の
動
乱
期
に
於
け
る
十
津
川
郷
士
の
立
場
は
、
現

代
の
言
葉
を
探
す
な
ら
、
勤
皇
原
理
主
義
と
も
言
え
る
も

の
で
、
そ
の
実
直
さ
故
、
時
代
の
潮
流
に
乗
る
こ
と
な
く

歴
史
の
舞
台
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
す
。

　

山
深
い
十
津
川
の
地
。木
を
伐
り
畑
を
耕
し
な
が
ら
、

剣
の
腕
を
磨
い
て
い
た
彼
ら
。無
骨
で
短
い
生
涯
を
終
え

た
彼
ら
。今
は
多
く
の
観
光
客
を
横
目
に
、
白
く
輝
く
京

都
の
町
を
木
々
の
間
か
ら
見
下
ろ
し
て
い
ま
す
。

    　
　

              　
　
　
　
　
　

   （ 

西
田
直
久 

）　

　

弓
場
宮
司
と
の
ご
縁
で
、平
成
２
５
年
４
月
８
日
、玉
置
神
社
奉
仕

に
伺
っ
た
の
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

  

玉
置
神
社
の
環
境
・
社
殿
配
置
・
杜
の
様
相
な
ど
に
心
が
引
か
れ
、

そ
こ
に
鎮
座
さ
れ
て
い
る
神
々
の
神
気
に
添
う
べ
く
祭
事
に
邁
進
。

　

気
が
付
け
ば
早
３
年
８
ヶ
月
を
迎
え
る
。神
社
の
神
々
と
社
名
に

相
応
し
い
祭
典
が
整
っ
た
。

　

当
初
と
は
見
違
え
る
参
拝
者
や
崇
敬
者
の
多
さ
を
体
感
す
る
。信

仰
の
深
さ
、神
々
の
御
神
慮
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
る
。

　

益
々
玉
置
神
社
が
悠
久
の
御
神
徳
を
あ
ま
ね
く
人
々
に
お
受
け
い

た
だ
く
こ
と
が
幸
せ
な
つ
と
め
と
感
じ
る
。

　

北
海
道
新
十
津
川
町
青
年
道
外
研
修
の
一
行
６
名
が
昨

年
１
１
月
２
１
日
、参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

新
十
津
川
町
の
将
来
を
担
う
若
者
た
ち
で
す
が
、「
母
村
」

に
来
る
の
は
皆
さ
ん
初
め
て
と
の
こ
と
。

　

参
拝
、襖
絵
拝
観
の
後
、宮
司
と
し
ば
し
歓
談
。最
初
は
緊

張
気
味
で
し
た
が
、次
第
に
笑
顔
一
杯
へ
と
。

　

山
深
い
十
津
川
村
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
峻
険
な
場
所
に

あ
る
当
社
。

　

広
々
と
し
た
北
海
道
か
ら
来
ら
れ
た
彼
ら
の
目
に
は
ど

の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。　　
　
　
（
西
田
直
久
）

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、御
本
殿
の
大
掃
除
と
も
い
え
る
煤
払
い
神
事
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

  

神
社
職
員
が
１
年
の
御
神
徳
に
感
謝
し
、各
々
箒
、は
た
き
、雑
巾
な
ど
を
手

に
取
り
、神
様
の
御
殿
を
隅
々
ま
で
綺
麗
に
し
ま
し
た
。

　

清
ら
か
と
な
っ
た
御
殿
に
神
々
等
も
お
喜
び
に
な
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ら

れ
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

Nouvelle vague  et  Culture

修
験
道
総
本
山
　
聖
護
院
拝
観

玉置神社と縁深く

玉置神社社務所の襖絵
「総本山の絵を手本にしたのか」
「想像が膨らみます」

聖護院障壁画

玉
置
神
社
事
務
局
長　

西
田
直
久

玉
置
神
社
参
与
　
青
山 

　
孝

玉
置
神
社
権
禰
宜　

深
瀬
浩
司

霊
山
護
国
神
社
十
津
川
郷
士
の
墓

手
を
合
わ
せ
て
き
ま
し
た

幕末動乱期　国を憂い　無骨な　短い生涯

日本の曙を―

十津川郷士と親交のあった
　　　　　坂本龍馬と中岡慎太郎の墓

十津川郷士のみなさま・・・ 
　　　　　　　　　「安らかにお眠りください」

維新の功臣　木戸孝允の墓も

回想

気
が
付
け
ば
早
３
年
８
ヶ
月

「
神
々
に
相
応
し
い
祭
典
が
整
い
ま
し
た
」

Nouvelle vague
Culture
文化

新しい波

新十津川町青年道外研修

将来担う若者たち参拝

初めて「母村」訪問

夢

煤払い神事

宮司もお掃除しました

事務局長も
Cleaning
クリーニング神々の御殿

― 隅 ま々で綺麗にしました ―

語る

襖絵に囲まれ
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国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
玉
置
神
社
の
社
務
所
は
、
聖
護

院
傘
下
の
別
当
寺
、
高
牟
婁
院
と
し
て
１
８
世
紀
中
頃
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。京
都
に
あ
る
修
験
道
の
総
本
山
・
聖
護
院
は
こ
の
よ
う
に
当
社
と
も

縁
の
深
い
お
寺
で
す
。

　

冬
晴
れ
の
日
、
特
別
公
開
さ
れ
て
い
る
聖
護
院
を
拝
観
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

拝
観
の
中
心
と
な
る
宸
殿
は
、１
６
７
６
年
に
建
て
ら
れ
た
建
物
で
、山

伏
の
装
束
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、圧
巻
は
狩
野
永
徳
、益
信
筆
に

よ
る
豪
華
な
障
壁
画
で
す
。

　

当
社
社
務
所
の
襖
絵
は
、
狩
野
派
の
絵
師
に

よ
っ
て
１
７
４
５
年
に
描
か
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す

が
、同
じ
モ
チ―

フ
が
使
わ
れ
て
お
り
、総
本
山
の

絵
を
手
本
に
し
た
の
か
と
想
像
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

宸
殿
の
外
縁
を
回
り
込
む
と
、
御
所
か
ら
移
築

さ
れ
た
と
い
う
書
院
が
美
し
い
庭
園
に
面
し
て
佇

ん
で
い
ま
す
。後
水
尾
天
皇
が
女
院
の
た
め
に
設

（
し
つ
ら
）え
た
と
い
う
建
物
は
、
女
性
的
な
装
飾

が
施
さ
れ
、繊
細
で
優
美
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
伝
統
と
格
式
の
あ
る
聖
護
院
。そ

の
名
を
冠
し
た
京
都
銘
菓
を
思
い
出
さ
れ
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。銘
菓
八
つ
橋
の
老
舗
は
、門
前

の
通
り
に
今
も
店
を
構
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

京
都
東
山
の
霊
山
護
国
神
社
は
、
幕
末
維
新
の
志
士
た

ち
の
墓
地
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
有
名
な
の
は
坂
本
龍
馬
の
墓
で
、
急
な
斜
面
に

整
備
さ
れ
た
階
段
も
龍
馬
と
中
岡
慎
太
郎
が
眠
る
場
所

へ
と
真
っ
直
ぐ
に
導
い
て
く
れ
ま
す
。そ
の
龍
馬
ら
の
隣

に
あ
る
の
が
、十
津
川
郷
士
の
墓
で
す
。

　

幕
末
の
動
乱
期
に
於
け
る
十
津
川
郷
士
の
立
場
は
、
現

代
の
言
葉
を
探
す
な
ら
、
勤
皇
原
理
主
義
と
も
言
え
る
も

の
で
、
そ
の
実
直
さ
故
、
時
代
の
潮
流
に
乗
る
こ
と
な
く

歴
史
の
舞
台
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
す
。

　

山
深
い
十
津
川
の
地
。木
を
伐
り
畑
を
耕
し
な
が
ら
、

剣
の
腕
を
磨
い
て
い
た
彼
ら
。無
骨
で
短
い
生
涯
を
終
え

た
彼
ら
。今
は
多
く
の
観
光
客
を
横
目
に
、
白
く
輝
く
京

都
の
町
を
木
々
の
間
か
ら
見
下
ろ
し
て
い
ま
す
。

    　
　

              　
　
　
　
　
　

   （ 

西
田
直
久 

）　

　

弓
場
宮
司
と
の
ご
縁
で
、平
成
２
５
年
４
月
８
日
、玉
置
神
社
奉
仕

に
伺
っ
た
の
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

  
玉
置
神
社
の
環
境
・
社
殿
配
置
・
杜
の
様
相
な
ど
に
心
が
引
か
れ
、

そ
こ
に
鎮
座
さ
れ
て
い
る
神
々
の
神
気
に
添
う
べ
く
祭
事
に
邁
進
。

　

気
が
付
け
ば
早
３
年
８
ヶ
月
を
迎
え
る
。神
社
の
神
々
と
社
名
に

相
応
し
い
祭
典
が
整
っ
た
。

　

当
初
と
は
見
違
え
る
参
拝
者
や
崇
敬
者
の
多
さ
を
体
感
す
る
。信

仰
の
深
さ
、神
々
の
御
神
慮
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
る
。

　

益
々
玉
置
神
社
が
悠
久
の
御
神
徳
を
あ
ま
ね
く
人
々
に
お
受
け
い

た
だ
く
こ
と
が
幸
せ
な
つ
と
め
と
感
じ
る
。

　

北
海
道
新
十
津
川
町
青
年
道
外
研
修
の
一
行
６
名
が
昨

年
１
１
月
２
１
日
、参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

新
十
津
川
町
の
将
来
を
担
う
若
者
た
ち
で
す
が
、「
母
村
」

に
来
る
の
は
皆
さ
ん
初
め
て
と
の
こ
と
。

　

参
拝
、襖
絵
拝
観
の
後
、宮
司
と
し
ば
し
歓
談
。最
初
は
緊

張
気
味
で
し
た
が
、次
第
に
笑
顔
一
杯
へ
と
。

　

山
深
い
十
津
川
村
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
峻
険
な
場
所
に

あ
る
当
社
。

　

広
々
と
し
た
北
海
道
か
ら
来
ら
れ
た
彼
ら
の
目
に
は
ど

の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。　　
　
　
（
西
田
直
久
）

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、御
本
殿
の
大
掃
除
と
も
い
え
る
煤
払
い
神
事
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

  

神
社
職
員
が
１
年
の
御
神
徳
に
感
謝
し
、各
々
箒
、は
た
き
、雑
巾
な
ど
を
手

に
取
り
、神
様
の
御
殿
を
隅
々
ま
で
綺
麗
に
し
ま
し
た
。

　

清
ら
か
と
な
っ
た
御
殿
に
神
々
等
も
お
喜
び
に
な
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ら

れ
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

Nouvelle vague  et  Culture

修
験
道
総
本
山
　
聖
護
院
拝
観

玉置神社と縁深く

玉置神社社務所の襖絵
「総本山の絵を手本にしたのか」
「想像が膨らみます」

聖護院障壁画

玉
置
神
社
事
務
局
長　

西
田
直
久

玉
置
神
社
参
与
　
青
山 

　
孝

玉
置
神
社
権
禰
宜　

深
瀬
浩
司

霊
山
護
国
神
社
十
津
川
郷
士
の
墓

手
を
合
わ
せ
て
き
ま
し
た

幕末動乱期　国を憂い　無骨な　短い生涯

日本の曙を―

十津川郷士と親交のあった
　　　　　坂本龍馬と中岡慎太郎の墓

十津川郷士のみなさま・・・ 
　　　　　　　　　「安らかにお眠りください」

維新の功臣　木戸孝允の墓も

回想

気
が
付
け
ば
早
３
年
８
ヶ
月

「
神
々
に
相
応
し
い
祭
典
が
整
い
ま
し
た
」

Nouvelle vague
Culture
文化

新しい波

新十津川町青年道外研修

将来担う若者たち参拝

初めて「母村」訪問

夢

煤払い神事

宮司もお掃除しました

事務局長も
Cleaning
クリーニング神々の御殿

― 隅 ま々で綺麗にしました ―

語る

襖絵に囲まれ
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「
年
越
し
の
大
祓
式
」
並
び
に
「
古
神
札
炊
上
祭
」
が
昨
年
１
２
月
３
１
日
午
後
３

時
よ
り
斎
行
さ
れ
た
。

　

神
職
は
白
の
浄
衣
に
整
え
参
列
。
宮
司
が
「
祝
詞
を
よ
く
聞
け
」
と
呼
び
か
け
る
と
、

祭
員
が
「
お―

」
と
。
人
形
代
（
ひ
と
か
た
し
ろ
）
に
身
体
の
調
子
が
悪
い
と
こ
ろ
を

撫
で
て
息
を
吹
き
か
け
、
穢
れ
を
還
し
た
後
、
神
札
と
共
に
炊
上
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
１
年
間
の
神
様
の
恵
み
に
感
謝
を
捧
げ
、
来
る
年
の
安
全
を
祈
る
「
除
夜

祭
」
が
同
５
時
か
ら
執
り
行
わ
れ
た
。

　

深
夜
零
時
、
新
年
の
始
ま
り
と
共
に
「
新
春
一
番
太
鼓
」
が
打
た
れ
た
。
響
き
渡
る

音
に
よ
っ
て
悪
疫
退
散
。
１
人
１
回
順
番
に
１
０
８
回
叩
く
。
参
加
者
に
は
絵
馬
が
贈

ら
れ
る
。
参
加
自
由
な
の
で
、
あ
な
た
も
次
回
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

元
日
朝
７
時
、
宮
中
お
よ
び
全
国
の
神
社
で
行
わ
れ
る
年
頭
の
祭
儀
「
歳
旦
祭
」
が

斎
行
さ
れ
た
。
宮
司
が
新
し
い
年
の
訪
れ
を
寿
ぎ
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
隆
昌
、
世
界
の
平
和
を
、
さ
ら
に
良
い
年

と
な
る
よ
う
深
く
力
強
く
祈
っ
た
。

　

神
楽
殿
に
お
い
て
、
太
古
よ
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
玉
置
神
社
独
自
の
男
神
子
が
優
雅
に
舞
う
「
弓
神
楽
」
が
奉
納

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
社
務
所
付
近
で
名
物
「
ぜ
ん
ざ
い
」
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
昨
年
、
大
鍋
が
払
底
し
た
の
で
、
今
年
は
準
備

万
端
、
し
っ
か
り
整
え
、
大
勢
の
参
拝
者
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

１
０
時
よ
り
毎
月
１
日
に
行
う
「
出
雲
大
社
玉
置
教
会
」
の
「
月
次
祭
」
が
斎
行
さ
れ
た
。
３
日
に
は
、「
元
始
祭
」。

午
前
１
０
時
か
ら
宮
司
以
下
祭
員
に
よ
り
奉
仕
。
皇
位
の
天
地
と
と
も
に
窮
ま
り
な
い
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
た
。

　

昨
年
、
元
日
約
３
千
人
、
三
が
日
で
約
７
千
人
の
参
拝
者
が
お
越
し
頂
い
た
が
、
今
年
は
、
元
日
約
４
千
１
０
０
人
、

三
が
日
で
約
１
万
２
千
１
０
０
人
が
参
拝
に
お
登
り
下
さ
っ
た
。
皆
様
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初詣　参拝者前年比５千人増の約１万２千人

うねる

天
空
の
社
　
厳
粛
の
年
末
年
始
行
事

Swell
うねり

玉
置
神
社
禰
宜
　
鈴
木
清
建

TAMAKI

御
神
徳
を
ど
う
ぞ
お
受
け
く
だ
さ
い
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記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

  

本
願
寺
文
化
財
団
が
主
宰
す
る
親
鸞
賞

は
、
日
本
人
の
精
神
文
化
に
深
く
根
ざ
し

た
作
品
を
対
象
と
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

文
学
賞
で
、
第
９
回
の
受
賞
作
は
、
澤
田

瞳
子
氏
の｢

若
冲｣

で
し
た
。

　

昨
年
１
２
月
６
日
、「
京
都
か
ら
世
界

へ　

日
本
の
こ
こ
ろ
」
と
題
し
て
、
東
山

浄
苑
東
本
願
寺
に
於
い
て
授
賞
式
と
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

財
団
理
事
長
大
谷
暢
順
御
法
主
の
基

調
講
演
の
後
、
澤
田
氏
と
選
考
委
員
の
多

賀
乙
彦
氏
、
中
西
進
氏
、
沼
野
充
義
氏
を

パ
ネ
ラ―

に
招
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
受
賞
作
が
画
家
伊
藤
若
冲
の
制
作

過
程
を
通
じ
て
、
日
本
的
な
心
の
あ
り
方

を
描
い
て
い
る
等
の
受
賞
理
由
か
ら
始

ま
り
、
日
本
文
化
の
独
自
性
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
、
近
年
、
歴
史
小
説
を
手
が
け

る
若
い
作
家
が
増
え
て
い
る
背
景
等
へ

と
話
題
が
広
が
り
、
終
了
時
刻
間
際
ま
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。こ
の
後
、

祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

                   　
　
　
　

 （
西
田
直
久
）

親鸞賞授賞式

東山浄苑東本願寺

澤
田
瞳
子
さ
ん
の｢

若
冲｣

第
９
回
受
賞
作

日
本
的
な
心
の
あ
り
方

高
い
評
価

大谷暢順御法主から
　　　　　　親鸞賞を受ける澤田瞳子さん

「中西進先生　お久しぶりです」

奈良テレビ制作
　「中西進の万葉こゝろ旅」解説・現地ロケ
奈良県立万葉文化館館長時代の中西先生
　「あの節は、大変お世話になりました」

万葉集の歌の魅力と万葉びとの心
現代人が忘れかけている大切なもの

弓場宮司ご挨拶
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弓
場
宮
司
が
奈
良
テ
レ
ビ
社
長
の
頃
、
各
界
の
著
名
人

と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ―

番
組
は
、
話
題
を
呼
ん
だ
。
地
方
の

テ
レ
ビ
局
で
は
到
底
登
場
し
て
も
ら
え
な
い
よ
う
な
方
々

が
イ
ン
タ
ビ
ュ―

に
応
じ
た
。

　

そ
の
中
で
、
白
眉
は
、
吉
田
都
（
よ
し
だ
・
み
や
こ
）

さ
ん
だ
。
当
時
英
国
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
団
ゲ
ス
ト
プ
リ

ン
シ
パ
ル
。「
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
の
至
宝
」
と
称
さ
れ
、

世
界
の
頂
点
を
極
め
た
バ
レ
リ―

ナ
。

　

そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ―

録
（
平
成
１
９
年
発
行
）
を
読
ん

で
み
る
と
、
内
容
の
濃
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
弓
場
さ
ん
が

如
何
に
資
料
を
調
べ
た
か
、
頭
が
下
が
る
。「
私
は
臆
病
者

だ
か
ら
ね
」
と
よ
く
言
う
が
、
万
全
の
準
備
を
し
て
、
見

事
に
バ
レ
リ―

ナ
の
「
言
葉
」
と
「
ハ―

ト
」
を
引
き
出

し
て
み
せ
た
。

　

誠
意
あ
る
姿
勢
に
吉
田
さ
ん
も
誠
実
に
応
じ
、
率
直
な

気
持
ち
を
話
し
た
。
そ
れ
が
、
今
回
「
バ
レ
リ―

ナ　

踊

り
続
け
る
理
由
」
の
宮
司
へ
の
贈
呈
と
お
便
り
に
繋
が
っ

た
。

　

玉
置
神
社
が
今
、
大
き
く
う
ね
っ
て
い
る
。
単
に
神
社

ブ―

ム
に
乗
っ
て
い
る
、
で
は
説
明
が
付
か
な
い
。
大
学

の
教
授
、
学
生
さ
ん
た
ち
、
家
族
連
れ
、
若
い
女
性
た
ち
、

外
国
か
ら
の
参
拝
・
・
・
。
多
く
の
取
材
も
。

　

そ
し
て
、
神
社
の
神
職
、
職
員
た
ち
が
「
書
く
こ
と
」

に
挑
戦
を
始
め
た
。
超
多
忙
の
中
で
、
だ
。「
文
化
」
の
こ

れ
は
ひ
と
つ
の
革
命
か
も
知
れ
な
い
。

　

玉
置
神
社
に
「
ヌ―

ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ―

グ
（
新
し
い
波
）」

が
起
き
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
私
は
感
じ
る
・
・
・
。

　
　

          　
　

  （
元
読
売
新
聞
社
会
部
記
者　

水
野
成
之
）

　

「
か
く
し
て
わ
れ
は
、
崩
壊
せ
し
、
世
に
幻
の
人
を
追
い

求
め
し
も
、
そ
の
声
は
一
瞬
風
に
引
き
ち
ぎ
ら
れ
、
行
方
も

知
ら
ず
。
必
死
に
見
定
め
ん
と
す
る
も
、
つ
い
に
か
い
な

し
」
と
か
。
ど
っ
こ
い
「
憂
き
も
ひ
と
と
き
、
う
れ
し
き
も

思
い
醒
ま
せ
ば
夢
そ
う
ろ
う
よ
」
「
と
ん
ぼ
つ
り
、
今
日
は

ど
こ
ま
で
行
っ
た
や
ら
」
。

　

一
生
懸
命
聴
け
ば
異
な
っ
た
音
が
聴
こ
え
て
く
る
。

　

一
生
懸
命
観
れ
ば
違
っ
た
も
の
が
見
え
て
く
る
そ
う
で
す
ね
。
実
感
！

　

こ
の
一
年
も
関
係
者
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
試
み
た
い
こ
と
は
立
ち
止

ま
る
こ
と
な
く
、
試
み
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。
明
日
に
依
存
し
て
今
日
を
失
う

な
。
急
げ
。
一
歩
前
へ
出
れ
ば
何
か
が
動
き
出
す
。

　

繰
り
返
し
念
じ
る
も
ス
ル
リ
、
ス
ル
リ
と
こ
ぼ
れ
て
ゆ
く
も
の
。
チ
ャ
ン
ス
も

多
々
。

　

さ
り
な
が
ら
本
年
度
の
参
拝
者
数
は
す
で
に
１
２
万
人
に
迫
っ
て
い
る
。
こ
の

勢
い
に
は
、
お
そ
れ
と
感
謝
。

　

物
事
を
左
右
す
る
の
は
、
環
境
で
は
な
く
、「
工
夫
」
と
「
願
望
」
か
。

　

さ
て
、
テ
レ
ビ
関
係
に
在
職
中
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
く
ご
縁
を
得

ま
し
た
の
が
、
世
界
の
プ
リ
マ
吉
田
都
さ
ん
。
随
分
気
さ
く
な
方
で
、
「
神
代
之

風
」
２
２
号
に
は
、
吉
田
さ
ん
の
最
近
の
著
作
「
バ
レ
リ
ー
ナ 

踊
り
続
け
る
理

由
」（
河
出
書
房
新
社
）
の
表
紙
部
分
を
、
ご
了

解
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

歴
史
と
品
格
は
、
そ
う
簡
単
に
は
手
に
入
ら

な
い
（
黒
澤
明
）
。

　

日
々
、
小
さ
な
目
標
を
持
ち
、
歩
み
を
と
ど

め
ぬ
よ
う
、
私
が
信
頼
す
る
ス
タ
ッ
フ
一
同
と
本

年
も
精
一
杯
、
ご
奉
仕
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ひ
た
す
ら
に
、
ひ
た
す
ら
に
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

宮 

司 

私 

感

Nouvelle vague
新しい波

Culture
文化

歴史と品格は、そう簡単には手に入らない

吉田都さんにインタビュー
する弓場宮司

独 り言

宮
司
の
交
遊
録

元英国ロイヤル・バレエ団
プリンシパル 吉田都さんの笑顔

（７）
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世
界
遺
産
史
跡
大
峯
奧
駈

道
構
成
資
産
・
玉
置
神
社
境

内
で
、
平
成
２
７
年
４
月
１

６
日
発
生
し
た
石
垣
崩
落
に

伴
う
復
旧
事
業
の
、
施
工
完

了
を
報
告
す
る
石
垣
整
備
検

討
委
員
会
が
、
昨
年
１
１
月

１
７
日
午
後
１
時
よ
り
玉
置

神
社
社
務
所
で
行
わ
れ
た
。

　

出
席
を
依
頼
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
は
、北
垣
聡
一
郎
・

石
川
県
金
沢
城
調
査
研
究
所

名
誉
所
長
、
菅
谷
文
則
・
奈

良
県
橿
原
考
古
学
研
究
所
所

長
は
じ
め
十
津
川
村
教
育
委

員
会
、
事
業
委
託
会
社
の

方
々
。

　

委
員
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。

　

美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
奈
良
県
民

の
会
主
催
の
櫻
井
よ
し
こ
さ
ん
講
演
会
を
拝

聴
い
た
し
ま
し
た（
昨
年
１
２
月
２
２
日
）。

　

テ
ー
マ
は
日
本
国
憲
法
改
正
に
つ
い
て
。櫻

井
さ
ん
が
登
場
、
国
旗
に
一
礼
。力
強
い
お
声

で
話
さ
れ
た
内
容
は
、
産
経
新
聞
同
５
日
付
の

記
事
内
に
詳
細
が
あ
り
ま
す
。以
下
、一
部
分
を

羅
列
い
た
し
ま
す
。

・
日
本
国
憲
法
は
、
約
一
週
間
で
憲
法
の
専
門

で
も
な
い
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
た
事

・
ア
メ
リ
カ
が
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
に
替
わ
り
、
世
界
情
勢
の
変
容
が
予

想
さ
れ
る
中
、特
に
隣
国
等
の
脅
威
に
対
し
、現
憲
法
で
は
無
防
備
す

ぎ
る
事

・
第
二
十
四
条
、
婚
姻
の
規
定
に
お
い
て
、
婚
姻
は
両
性
の
合
意
の
み
に

基
づ
い
て
成
立
し
、
個
人
の
尊
厳
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
敬
神
崇
祖

の
縦
軸
の
価
値
観
の
希
薄
化
が
広
ま
っ
て
い
る
事

・
憲
法
は
日
本
の
国
体
を
表
す
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
々
、
国
民
の
た
め
に

祈
ら
れ
て
い
る
天
皇
陛
下
や
皇
室
に
関
す
る
記
述
が
乏
し
い
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
等
々
。

　

最
後
に
、
日
本
は
皇
室
を
中
心
と
し
た
神
話
に
繋
が
る
２
千
７
百
年

も
続
く
、利
他
的
で
高
貴
な
国
柄
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
つ
つ
、本
来
の
日

本
の
姿
を
取
り
戻
す
為
に
も
憲
法
改
正
が
必
要
だ
、
と
訴
え
て
お
ら
れ

ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鶴
田
真
弓
）

　

昨
年
１
１
月
２
３
日
。寒
い
日
だ
っ
た
。

  

標
高
１
，
０
０
０
メ―

ト
ル
の
境
内
地
に
は
雪
の
訪
問
も
近
い
だ
ろ

う
。そ
れ
で
も
５
０
人
ば
か
り
の
方
々
が
参
列
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

祭
典
後
は
、毎
回
の
ご
と
く
、宮
司
の
御
礼
の
ス
ピ―

チ
。

　

時
に
は
重
く
、
時
に
は
軽
く
。今
回
は
暖
ま
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
軽

妙
に
。笑
い
が
何
度
も
境
内
を
巡
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

石
垣
災
害
復
旧
事
業
施
工
完
了

櫻井よしこさんの講演会

北垣聡一郎さん
菅谷文則さん　　

ご高説・ご提言
　　　ありがとうございました

玉置神社の文化財としての資産価値
改めて実感

石
垣
整
備
検
討
委
員
会

玉
置
神
社
社
務
所
で

　

そ
ん
な
中
、北
垣
名
誉
所
長

の
専
門
的
な
ご
高
説
に
、皆
さ

ん
、真
剣
な
面
持
ち
で
耳
を
傾

け
て
い
た
。

　

菅
谷
所
長
か
ら
は
、２
千
年

を
超
え
る
玉
置
神
社
境
内
の

礎
で
あ
る
石
垣
管
理
運
用
の

重
要
性
に
つ
い
て
、未
来
へ
と

発
展
す
る
大
変
貴
重
な
ご
提

言
等
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

約
２
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
報
告
書
の
作
成
を
残
す
の

み
。

　

委
員
会
を
通
じ
、当
神
社
の

文
化
財
と
し
て
の
資
産
価
値

を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し

た
。

「美しい日本の憲法をつくる奈良県民の会」主催

― 拝聴して

玉
置
神
社
　
黒
岩
大
朗

新
嘗
祭
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神代之風

宮司私感　（２面）
修験道の総本山・聖護院拝観（４面）

　

巫
女
神
楽
伝
承
保
存
会
の

舞
人
・
岩
松
香
織
さ
ん
、
肥

田
亜
裕
美
さ
ん
ら
に
よ
り
、

日
本
と
ハ
ワ
イ
の
古
代
巫
女

神
楽
及
び
現
代
巫
女
神
楽
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た（
昨
年
１
２

月
１
９
日
）。

　

昨
今
の
度
重
な
る
地
震
と

天
皇
陛
下
が
生
前
退
位
の
お

気
持
ち
を
表
明
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
今
後
、
こ
の
日
本

の
国
体
が
揺
ら
ぐ
こ
と
が
無

き
よ
う
、
海
を
渡
り
、
時
を

超
え
、
ひ
と
つ
に
繋
が
る
大

地
へ
捧
げ
る
平
和
へ
の
祈

　

皆
様
、良
い
お
年
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

元
日
、新
春
一
番
太
鼓
が
本
殿
前
に
て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。大
晦
日
か
ら
正

月
三
が
日
ま
で
良
い
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
大
晦
日
の
夜
も
澄
ん
だ
夜
空
に
鼓

星
や
柄
杓
星
が
輝
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

百
八
つ
、太
鼓
を
参
拝
者
の
方
々
と
職
員
で
叩
き
終
え
、新
年
の
慶
び
と
と

も
に
幸
福
を
お
祈
り
致
し
ま
し
た
。

　

神
様
の
御
意
志
に
添
え
た
の
な
ら
、
３
千
年
も
前
か
ら
本
殿
の
裏
に
佇
む

神
代
杉
も
願
い
を
聞
き
届
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　　
（
鶴
田
真
弓
）

（１）

初
詣
・
参
拝
者

　
　
　
　

１
万
２
千
人
超

巫
女
舞
奉
納

河出書房新社
（表紙より）

IN
T
E
R
N
A
T
IO

N
A
L
 

　T
A
M

A
K
I 

Ⅱ

強く、美しく生きたいと願う
すべての女性たちへ

MIKO KAGURA
り
、
ま
た
、
永
き
に
わ
た
り
受

け
継
が
れ
て
き
た
大
自
然
へ
捧

げ
る
感
謝
の
祈
り
を
込
め
、
出

雲
巫
女
神
楽
、
浦
安
の
舞
、
そ

し
て
ハ
ワ
イ
の
古
代
フ
ラ
と
現

代
フ
ラ
が
順
次
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

曇
り
空
が
続
く
冬
の
日
々
の

中
、
こ
の
日
は
晴
天
と
な
り
、

春
先
の
様
な
陽
気
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
大
地
の
神
様
で
あ
る
国

常
立
尊
様
も
つ
つ
が
な
き
平
和

の
御
代
が
続
く
こ
と
を
お
望
み

の
様
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

日
本
と
ハ
ワ
イ
の

巫
女
神
楽
伝
承
保
存
会

　
　

岩
松
香
織
さ
ん

　
　

肥
田
亜
裕
美
さ
ん

大
地
へ
捧
げ
る

　
　

平
和
へ
の
祈
り

（８）
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　　あなたをいつでも
　　　　お待ちしております

  

大
日
本
武
徳
会
は
、文
武
が
互
い
に
根
と
な
り―

徳

に
帰
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、修
身
、斉
家
そ
の
他―
も
功

を
奏
す
る
も
の
で
は
な
い
。こ
の
趣
旨
に
則
り
、
武
道

関
係
者
の
み
な
ら
ず
各
界
に
も
呼
び
か
け
、
武
術
の

研
磨
、人
格
を
陶
冶
し
、国
の
徳
育
に
貢
献
せ
ん
こ
と

を
念
願
す
る
。

　

昨
年
１
１
月
２
６
日
、
関
係
者
の
渡
邊
祥
正
氏
が

参
拝
さ
れ
た
。

　

奈
良
シ
ニ
ア
大
学
で
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
、

お
世
話
頂
い
た
事
務
局
長
の
矢
澤
実
穂
氏
も
同
行
。

　

硬
軟
の
歓
談
有
益
。知
識
を
授
け
て
い
た
だ
い
た
。

　

さ
て
、こ
れ
を
ど
う
知
恵
に
し
て
い
く
か
な
。

印刷　PR美術印刷株式会社

　

奈
良
市
在
住
の
天
理
大
女
子
学
生
が
、
昨
年
１
１
月

２
１
日
、
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
玉
置
神
社
を
訪
れ
、

神
道
祭
儀
を
勉
強
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
職
が
室
内
に
祭
壇
を
設
け
、
祭
典
の
流
れ
や
祭
式

の
意
味
な
ど
に
説
明
を
加
え
る
と
、
学
生
さ
ん
は
、
う

な
ず
き
つ
つ
細
か
く
メ
モ
を
と
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、東
京
大
学
、大
阪
大
学
、早
稲
田
大
学
等
よ

り
研
究
や
見
学
に
来
社
さ
れ
ま
し
た
が
、
人
里
離
れ
た

山
の
中
の
ま
た
山
の
上
の
神
社
・
・
・
こ
こ
に
何
故

来
ら
れ
た
の
か
？
・
・
・
。

　

参
拝
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、「
何
度
訪
れ
て
も
気
持

ち
が
良
い
」「
一
番
注
目
さ
れ
、
う
ね
る
よ
う
な
大
き
な

力
を
感
じ
ら
れ
る
」「
神
が
棲
ん
で
い
る
と
思
い
た
く

な
る
清
新
な
佇
ま
い
」・
・
・
等
々
の
声
が
聞
こ
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

関
心
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
、
天
空
の
神
域
に
是

非
、
ご
勉
強
等
に
い
ら
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
清
建
）

天
理
大
学
女
子
学
生

　
　
　
神
道
祭
儀
を
ご
勉
強

３月８日  三柱神社初午祭（例祭）　

３月20日 出雲大社玉置教会祖霊祭　 ４月29日  昭 和 祭

大日本武徳会

強く、美しく生きたいと願う　すべての女性たちへT AMAKI

女子Joshi

渡邊祥正さん
矢澤実穂さんらご参拝

歓
談
有
益

神職説明　
卒業論文作成

お役に立ちましたでしょうか

　　あなたをいつでも
　　　　お待ちしております

玉置神社は

　　あなたをいつでも
　　　　お待ちしております
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